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律法の真実（ヨハネ7:23-24）
自分なりにはルールに従って正しく生きるつもりなのに、もしそれが逆効果になり自分自身にも、また、周りの人にも役に立たないものになれとなれば、とても悲しいことではないでしょうか。皆が正しく生きようと、それは正解だと当たり前に思っています。もちろん何が正しく生きることなのかも吟味しなければいけないでしょうけれども、正しく生きようとする以前にやらなければいけないことが実はあります。それがよくわかっていないと当り前に正しく生きようとした結果、人殺してしまう場合もあります。イエス様が安息日に 38年間病気を患っていた人を治されました。そのことでイエス様が本格的に攻撃を受けることになります。安息日のルールに違反したということなのです。彼らは安息日をルールに従ってしっかりと守っているつもりなのです。それによってイエス様がなさったことを見て判断すると、これは罰せられるに値するものなのです。
今日の聖書を見ると、イエス様が、うわべによってさばかずに正しいさばきをしなさいというお話しをしている場面です。これがぴったり合うかどうかはわかりませんが、親が子供との間でルールを決めました。「これから受験勉強をしなければいけないし、大事な時期なので、あまり遅くまで遊ばずに、夜9時までには必ず家に戻ってこなければいけません」といって、門限を9時にしました。その九時までという門限のルールの中には、「あなたはとても大事な存在で、今が大事な時期なので未来に備えて勉強に励まないといけないし、まじめに誠実に生きてほしい」という親の愛の現れのようなものが入っています。そのような内容の中身をもって9時の門限というルールが生まれたわけです。その息子がルールにしっかり従うつもりで9時以前には必ず家に戻ることにしました。9時前には家に戻って、今日も9時の門限を守ったと、家に帰ってきて、勉強をせずにゲームばかりやってテレビを見ているわけです。でも、9時の門限は、文字通り守ったわけです。一度もそれを破ったことがありません。そのうち自分の兄が、9時の門限を一回破りました。兄は、ふだんまじめに勉強している子です。でも、9時の門限を一回破ったのです。すると、今まで一度も破ったことのない弟が立ち上がって「なんて9時の門限を破ったのか。これも守れないのか。法に違反する者」と激しく攻撃をしました。また、「お父さん。私は9時の門限をルール通りに一度も破ったことがありません。でも、兄を見てください。破りました。悪者ですよ」そういうこともあるかもしれません。いまユダヤ人たちが、イエス様に対して、自分は今まで正しく守ってきたつもりです。特に安息日に対して正しく生きるつもりなのです。それでそのルールに従って、イエス様の行為を見ると、そのルールを破ったことになるのです。正しく生きようとすることが、結果的に、キリストに敵対して、福音に敵対する結果になることもあるということなのです。

なぜ、彼らは正しく生きるつもりで自分なりにはまじめに頑張っているのに、結果的に敵対する方向に行ってしまったのでしょうか。それは、彼らが神様から与えられました律法の真実がなにか正しく理解していないからです。律法の真実は、実は律法の内容は、「こうしなさい」「ああしなさい」「こうしちゃいけない」といろいろなルール、戒め、決まりなどがたくさんあります。しかし、神様から与えられた律法というものは、守らなくてもいいものではなくて、その真実、内面というものがあります。律法の真実は、実は福音なのです。だから、律法を正しく理解するためには、人間の真実を正しく理解しなければいけません。律法を通して、まずそれを神様は私たちに示されるわけです。人間がどれほど無能な存在で、どれほど絶望的な希望のない罪人なのかということを現すために律法が与えられました。だから、律法の前で、人間というものは、神から与えられている正しい律法を本当は内面から正しく守ることができない、そのような能力などがまったく欠けている、霊的な奴隷のような状態なのだということが、律法の意味なのです。律法の前に立ちますと、人間というものは、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであるということが明らかにされます。それが律法の本来の意味なのです。律法の前に立つことによって、ああしなさい、こうしなさい、これはだめだと守ろうとするときに、守れない自分とぶつかるわけです。だから、自分は、実は神の律法の前で、霊的には孤児のような存在です。エペソ2：1にあるように、自分の罪過と罪との中にあって、死んでいた者であって、もう神様から全く絶たれて、親のない孤児のような存在です。これが律法の真実です。律法が与えられている本当の理由なのです。律法の前に人間が立ったときに、結局、それを守ろうとするのですが守れません。霊的に迷子のような存在であることが分かります。だから、守ろう、守ろうとして、律法そのものが重くのしかかって、結局は、イエス様がおっしゃっているように、すべて疲れて重荷を負っているものになるしかありません。さまよい続け、どこに答えや道があるのか、何が正解なのかまったく分かっていないまま、自分なりに頑張って、結局、重荷を背負うようになります。ですから、律法の真実というものは、人間の無能さ、人間がどれほど罪深い存在なのか、可能性がまったくない存在なのかを示すものです。ですから、裏返しますと、律法の真実というものは、だから、キリストの他には希望がまったくありません、人間が助かる道、人間が救われる唯一の希望は、キリストだけなのだ、キリストによってのみ、人は助かることができる。それが律法の真実です。安息日を守りなさい。安息日には、仕事などやってはいけない。6日間しっかり仕事をして、安息日は皆が休むようにと言われ、みな休みました。しかし、人間は、罪人なのです。キリストによってのみ、私は助かりますという内容がないまま休んだとしても、それは律法の本来の趣旨とは違うわけです。けれども、皆がうわべだけで、律法の内面は、キリストによってのみ、人間に希望がある。そして、そこに神様の本当の愛が示されている。これが律法です。キリストによってのみ、人間にまことの救いが与えられ、キリストによってのみ、人間にまことの安息、安らぎが得られるし、キリストによってのみ、人間にまことのいのちの祝福に預かるようになるというメッセージが律法なのです。このことを忘れないために、このことをしっかり覚えていてもらうためにです。安息日を定めて、これをしなさい、あれをしなさい、隣人に嘘をつかないようにとは、全部がこの内面の真実を忘れないでほしいという神様の愛なのです。それなのに、9時の門限にばかりこだわって、守った、守らなかったということだけになりかねません。真実が分かっていないと、そうならざるをえません。
神様は、最初は、福音を与えられて、その後、様子を見ながら、律法を与えられて、これを守るか、守らないか、それによって判断しようと、そのように右に左に行ったり来たりの方ではありません。最初から、人間の真実、何が起きているのか、どういう問題を抱えているのか、すべてご存知なので、一本しか答えを与えられたことがありません。全部が、そのためのものです。結局、律法もそのためのものです。人間が、どれほど無能な存在なのか。義人はいない。ひとりもいない。ギリシャ人もユダヤ人も異邦人も黒人も白人も黒人も人間のうわべがどうなのかは全く関係なく、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。神の前では、だれが偉い、正しい、だれかが間違いということはありません。みなが神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたことには違いありません。神の前では、皆平等なのです。一緒です。本当に人間の真実が分かれば、戦争な度もいらないでしょう。皆が平等で一緒なのですから。同じアダムのファミリーなのです。そして、皆滅びの危機に直面している状態です。そこに何が必要なのでしょうか。おまえに国が繁栄するか。こっちの国が繁栄するか。おまえが正しいか。こっちが正しいか。これが偉いか、そうではないかということは、意味がないでしょう。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。お互いに比較しあい罵り合うようなことは、人間のことが分かっていないからではないでしょうか。そういうことは意味がありません。キリストによってのみなのです。どちらが正しいか、お金を持っているか持っていないかなどは、何の役にも立ちません。ただキリストによってのみです。どちらが嘘をついているのか、ついていないのかなどは、何の役にも立ちません。ただキリストによってのみ、まことの救いがあり、まことの安らぎがあるのです。これが真実です。

そして、常にキリストでなければいけないというのが律法の本来の意図です。皆さんにもいつもお話ししているように、それでもキリスト、正しいか、正しくないか、それもキリスト。少しだけ考えてみると、だから、キリスト、結局、キリストなのです。それが律法の本来の意味です。ですから、律法が与えられている真実、本来の律法の意味は、キリストを信じることによって、あなたも生かされ、他の人も生かされるものだということで、律法の本来の真実です。キリストを信じることによって。この中身の真実を覚えてもらうために、まだキリストが来ていらっしゃらないので、うわべとして律法が与えられました。この内面の真実を包むためのうわべとして、安息日を守りなさい。過越しのいけにえをささげなさい。また、やもめをあわれみなさい。隣の人にうその証言などしてはいけないなどの、すべてのうわべという中身、内面の真実は福音です。そのたえに与えられている者なのです。だから、正しい内容は、このうわべによって本来、神様がおっしゃりたい中身の内容は、福音なのです。イエス様が今日おっしゃっているように、うわべによってさばかずに、正しいさばきをしなさいという、その正しいというのは、福音、キリストのお話しなのです。もしそれが抜けてしまうと、うわべが、中身のためのうわべだったのに中身が抜けてしまうと、うわべだけが残るでしょう。それだけでさばいてしまうと9時の門限のようになります。できるだけ、まじめにルールに従って良心的に生きていこうとする人に、よく見られる現象ですが、私もそういう一人でした。最終的には、自分が良心的に正しく生きる能力などはまったくないことを知らなかったので、最終的には、そのルールが私の首を絞めてくるような経験をしました。ルールそのものは悪くありません。ルールが守れないわけです。だから、そのルールを通して、「守れないだろう。おまえは罪人なのだから、最初からキリストを希望として約束しただろう。あなたが律法を守って背負って頑張るということではなくて、代わりに背負われるキリストを信じればいいのだ」ということです。真理があなたがたを自由にします。すべて疲れて重荷を負っているものは、わたしのところに来なさい。正しく生きるつもりでいる方は、最終的には、キリストを敵対する方向に行ってしまうのです。自分の経験でもそうです。周りからは、拍手喝采、賞賛を受けるかもしれません。でも、神様がご覧になったときには、まったくそうではありません。
これは、非常に気をつけて聞いていただきたいと思います。昨日も一日中、ほぼニュースが歌舞伎役者の奥さんが癌の闘病中で亡くなったという内容でした。闘病中でありながらも、頑張ってブログを書き続け、同じ立場にいる困っている人に勇気を与えて、苦しい状況なのに多くの人に勇気を与えるようなことをずっとやっていた。ものすごく感動的で、最後の最後にすばらしい言葉を残して亡くなった。「愛してる」と言って亡くなった。人間的にすばらしい方だと、私も思います。だから、人間的に私も感動します。だからといって、クリスチャンの私たちが吟味しなければいけないのは、神様も同じく感動されるだろうと思うと、大間違いなのです。その部分は、冷静に冷血にならないといけません。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができないのです。すべての人は、キリストの他には希望がありません。癌という病気は、キリストと出会うために神様が許されたチャンスなのに、多くの人に勇気を与えるために頑張ることによって、そのキリストと反対の方向に行くしかありません。これが人間の真実です。まじめに人のためにということを、悪く言うつもりはありません。ルール、うわべは悪くありません。中身が抜けてしまうと、別の言葉で申し上げると、福音を排除した律法というものは、律法は神から与えられている福音なのに、福音を除いてしまった律法は滅びになるのです。同じ律法なのに。9時の門限は、悪いルールではありません。ただ中身の内容が抜けてしまうと、その門限は滅びになってしまうのです。結局、うわべだけが残ってしまいます。イスラエルの人々は、過越しの祭りを徹底的に守って、その祭だけが残っていて、いけにえだけが残っていて、キリストはいません。安息日を徹底的に守り、安息日は残っているのですが、キリストはいません。だから、そのようなうわべが基準になるしかありません。福音ではなくて、うわべをどうするかによって人をさばいてしまいます。結局、うわべが独り歩きします。この間も、怪文書について誰かが話したことによって、非常に○○党の人が困ってしまいましたが、怪文書という言葉だけが独り歩きしてと言われました。安倍総理さんも何か困ったことを話すと、後に、「その言葉だけが独り歩きして…」とよくおっしゃっています。福音が抜けてしまった律法、うわべそのものは、うわべが独り歩きになるのです。そのうわべだけが独り歩きになった場合、それはものすごく危ない高慢の方に走るか、あるいは、危険な安心の方に安住してしまうようになります。そのうわべを守ったということで、私は大丈夫な人間だ、あるいは、もう守っただろうというつもりになってしまうのです。また、うわべが独り歩きしてしまうと、それを守らなきゃいけないので重荷になってしまうのです。そして、それを守ったのか、守っていないのかに対して、ものすごく恐ろしいさばきの剣に変貌するようになります。うわべが独り歩きしますと。特に、うわべそのものは、神から与えられている、一般的にはものすごく当たり前に正しいルールですから、だれも文句を言えません。神様から与えられているいのちのみことばが人を殺してしまうさばきの剣に変わってしまうようになります。教会の中でいろいろなトラブルがある理由も、こういうことが原因の場合が多くあります。独り歩きした場合に、最終的にどうなるのでしょうか。

今日の聖書は、そのひとつの証拠ですが、うわべを守るつもりのことでキリストに敵対する結果になります。彼らは、律法を守るつもりで、イエスを殺そうとしました。最終的に、イエス様が十字架で殺された理由は、律法を破った人間だということで、それが罪名です。神のみことばを破った人間だと。なぜイエス様を神のみことばを破った人間として見たのでしょうか。福音が抜けてしまった、キリストが抜けてしまったうわべだけが残っていたので、そのうわべは絶対的なパワーを持つわけです。しかも神様から与えられているものなので、余計難しくなってしまいます。いまでもユダヤ人は、中々、そのうわべから抜けられません。正しければ正しいほど、余計に難しいのです。だから、正しく生きようとすることはやめてください。では、ふざけていいのか。そうではありません。キリストの他には希望がありません。正しく生きることに以前に、キリストを先に考えてください。そうでないと、正しく生きようとする良い思いが、掘り探っていきますと、それは良い思いでもありませんが、その正しい思いが自分の首を絞めてくるようになるし、他の人をさばいてしまうようになるし、結局は、「福音などどうでもいいよ」という方向に行ってしまうのです。福音が抜けてしまった律法は、うわべだけが独り歩きして、最終的に福音そのものを誤解させます。福音が、なにかルールを正しく守るものであるかのように、教会に通うと正しい人間になるかのように。結果的に、そのようになるでしょうけれども、福音はそういうものではありません。福音はいのちです。だから、福音も誤解させ、正しい福音の前では、福音を嫌うようになります。自分たちが今まで当たり前にルールに従って守って来たものとは正反対の話になるわけですから。「それはうわべなのだよ。本当の真実はキリストなのだから。信仰によって生きるのだ。守ることではありません。神様がこれを守りなさいとおっしゃったのも、イエス様を信じなさいという裏返しなのだよ」という話をするから、今まで彼らが大事に大事に守って来て、いのちのようにしていたものを真っ向から否定されることになってしまうので、福音を嫌う結果になります。律法をもって福音を嫌うことになります。嫌うだけではありません。目障りなので、結局、福音を殺害する方向に行きます。カインとアベルの時から、そのことはずっと続いています。イスラエルの歴史の中で、この律法のうわべに捕らわれているイスラエルに向かって、本当の真実を語っている神様に戻りなさいと話していた預言者はほとんど殺されました。イスラエルによって。この福音を回復して、イエスはキリストですと告白していた初代教会が、まず、どこから攻撃を受けたのかというと、ユダヤ人なのです。パリサイ人です。旧約の聖書をいのちのように守っている人々から、攻撃を受けました。だから、非常に大切なお話です。私たちの頭の中では、正しく生きることが正しいとなっているでしょう。修正しないといけません。何が正しく生きることなのでしょうか。嘘をつかずにルールに従って法律を守れば正しく生きることなのでしょうか。その法律はどのようにして生まれた者なのでしょうか。結局、世の中の人も知らずに法律を作っているのでしょうが、法律というもの背景は、彼らは認めたくないでしょうけれども、人間が罪人でなければ法律などいらないでしょう。罪人だから法律が必要なのです。
なぜ罪人なのでしょうか。神を失ってしまったので。一般の法律もそうであれば、神様から与えられている律法というものは、言うまでもありません。だから、律法の本来の真実は、キリストなのです。キリストを信じなさい。キリストを送るから、そのキリストを信じるときに、あなたがたは助かる。その他には道がありません。それを忘れてもらいたくありませんということで与えられたのが律法です。でも、ユダヤの人たちは、その真実を捨てて、うわべだけを握っているので反対の方向に行ってしまいました。私たちクリスチャンも、そのような傾向がありうるので、これからクリスチャンはそういう意味で、決まりやルールや何かのものによってどうなるかというところからは自由にならないといけません。これはルールを守らなくていいとかそういう話とは違います。ルール以前に、キリストなのです。皆さんの中に、教わってきたルールもあるし、自分なりに作り上げたルールがあるかもしれません。何かの規則や決まり、法律みたいなものがあるでしょう。それらにこだわる以前に、まずキリストを優先にする思想の持ち主になっていただきたいと思います。一番最初から申し上げましたように、正しく生きることより、キリストを思うことを優先にしてください。そして、キリストを正しく思って、キリストの上に立っていないと、正しく生きることも不可能なのです。
改めて申し上げます。キリストを思って、そのうえに立っていないのに、正しく生きようとすると、それがもし正しくできたとすれば、キリストから遠く離れていくようになります。だから、話がとても難しい話なのですが、クリスチャンは正しく生きる存在ではありません。キリストともに生きるものなのです。キリストとともに生きるから、正しく生きるようになります。それから、正しく生きることを優先すると、キリストを殺してしまうのです。その正しさが、さばきの剣になって、キリスト、福音、信仰などを殺してしまうのです。ある意味、せっかく恵みによってクリスチャンになったのに、クリスチャンの心の内側で律法が優っていて、自分の内側に福音が花を咲かすようになれないように、自分の内側でそうする人もいます。ルールを守ったのかどうか、私は正しい人間か、そうではないかなど、いろいろなルールに従って、そういうことの前にキリストを優先するように。そうすると、皆さんは、ルールや何かによって悩む必要はありません。どうせ元々だめな人間だったから。キリストによって新しく始めることなのです。だから、聖霊の導きを求めて、みことばを握って、聖霊の力を求めて祈るようになります。そして、改めて、それでもキリスト、だからキリスト、結局キリスト。常に先頭に立たせないといけません。

それから、そのキリストに基づいて、自分自身と他人の判断の基準をキリストにしないといけません。そうすることによって、正しいか、正しくないか、いろいろあるでしょうけれども、それに振り回されず、それを無視するわけではありません。振り回されずに、いつも自分の人生において伝道が優先にならないといけません。正しいか、正しくない蚊が優先ではなくて、私にはみじめな部分がありますけれども、キリストが優先なので、自分の残りの人生は伝道のために生きるわけです。正しいか、正しくないかをさばくために生きる人生ではなくて。そういう意味で皆さん、律法の真実が正しく分かれば、これから皆さんの人生の基礎の部分を福音にするようにしましょう。そのうえで成り立つようになるものですのですから。それから、なにがどうなるかを判断するためには、まず屋根を伝道にしないといけません。福音の基礎の上に、伝道と屋根を建てあげて、それからその間で何かを判断していくように。福音に基づいて、福音の目で、伝道という理由のゆえに何かを判断しないといけません。これがクリスチャンのルールです。これを無視して、ただ正しいかどうか、どっちが間違っているかになると、それに捕らわれて、その瞬間、福音が抜けてしまいます。そのまま突っ走っていくと、福音を敵対する方向に行きます。自分の中で福音がどんどん薄れていくようになります。律法が増していくようになるのです。律法ではなくて、律法のうわべだけが皆さんの心の中で独り歩きして、9時の門限！になってしまうのです。中身を大事にするようにしましょう。皆さんはもうすでにイエス・キリストによって、いのちを与えられているものであり、このイエス・キリストのために与えられたうわべからは自由なのです。うわべの目的は、もう皆さんには果たされているわけですから。だから、堂々と自信を持って、正しいか、正しくないかではなくて、自分はもうすでに正しいものなのだ。神のものなのだ。幸いなものなのだ。人間的に、律法的に足りない部分がいっぱいあっても、それらは一切かまいなく、私は聖霊が宿っている神の神殿であり、幸いな者なのだというところからスタートしないといけません。そうでないと、正しく生きることは無理です。そこに本当の意味で、正しく生きるということがあります。そして、福音宣教、伝道、人を生かすことがゴールであれば、教会の中でも弱い人、私と会わない人、教会の外側の現場においてもいろいろな人に会ったときに、全部行かす方向に行くのです。福音宣教という屋根のために、私は譲ろう。我慢しよう。それで正しい人間になっていくわけです。元々、あったルールに従うわけではありません。それは参考にして、周りの人がいまだそのルールに縛られているわけですから、それに合わせるために私が参考にするだけであって、キリストの聖霊に導かれることが正しく生きることになるわけです。
最後に、もう一回皆さんに申し上げます。真理があなたがたを自由にします。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神様の恵みによって、私たちがイエス・キリストを信じ、義と認められ、尊い神の子どもになり、だれであれ福音宣教のために生きることができるように新しく作りかえられているのに、律法の正しい理解がないがゆえに律法の独り歩きを止めることができないまま振り回されて、福音宣教の人生を損してしまうことが多くあります。今日のメッセージを通して、律法の真実を正しく理解して、しっかりと福音に立ってキリストを優先し、福音宣教を奪われることなく優先してすべてを判断していくことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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